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の応力拡大係数依存性を明らかにし，さらに応力腐食割れに対する下限の応力拡大係数 K ISCC の存在
をも明らかにしている。





















より研究したもので 得られた主要な成果は次の 2 点に要約される。
(1) 42%MgC1 2 沸騰水溶液中における応力腐食割れの伝播挙動はき裂が単一で、伝播する第 I 領域と分
岐しながら伝播する第 E領域とに分けられ，第 I 領域では伝播速度は応力拡大係数の 2 乗に比例す
ること，伝播の下限の応力拡大係数 KISCC の存在することを明らかにしている。またき裂の分岐開




(2) 各種試験環境中における応力腐食割れを力学的立場から 3 群に分類し，それぞれの群の代表例に
ついて，き裂の形態，破面特性ならびに形成機構を明らかにし， 42%恥19C1 2 沸騰水溶液中での応力
腐食割れで確立した破壊力学的整理の他の 2 群への適用の可否とその理由を明らかにしている O. ま
た SUS 304ステンレス鋼溶接金属の結晶学的な方位優先性，含まれている S フェライト相，熱影響
部の鋭敏化や粗粒化などが応力腐食割れ伝播速度におよぼす影響についても明らかにし，溶接継子
部の応力腐食割れ伝播速度の破壊力学的整理上の問題点を解明している。
以上の成果は，応力腐食割れの伝播機構を解明するための重要な知見を与えるとともに，腐食環境
で使用される溶接構造物の応力腐食割れ伝播寿命予測の可能性をも示唆するものであり，溶接工学上
寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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